


・当施設入所フロア：８０床

・全体の８割が認知症

・プリセプター制度導入し１０年経過
・施設独自のチェックリストを使用

・介護チェックリスト項目が不十分
・指導方針が統一されていない

課題



３年未満
１４名

１１名

５名

４～９年目

１０年目以上 介護福祉士資格習得率

１００％

５０％

異業種からの転職者７名

平成３０年４月現在



④振り返り・現状把握

③チェックリスト作成・完成

②アンケートの実施

①委員会の立ち上げ



・チェック項目・内容が少ない
・指導内容にばらつきがある

・チェック項目や内容を細分化

・指導する「視点・根拠」の明確化



旧新

自立摂取者の対応
【食事中の観察ポイント】

食前

食中

食後



①

④

⑦

③
②

⑤
⑥

⑧⑨



・養成校を卒業し介護福祉士を
取得 現在２年目

・職業訓練校を卒業し
介護職員初任者研修を取得
現在３年目

対象職員



チェック項目 ２年目職員 プリセプ
ティー

プリセプ
ター

・食事介助
（誤嚥時の対応、食事時の姿勢） × ○
・移乗介助
（受傷・変色のリスクへの配慮や理解） ○ ×
・排泄介助
（残存機能を行かした介助） × ○
・接遇面
（表情、報告・連絡・相談） × ○
・認知症の理解

（パーソンセンタードケア、ユマニチュード
の理解）

× ×

誤嚥時の対応が理解できていなかった

個別の理解が不足していて、過介助になっている

・マニュアルを使用し、緊急時の対応の振り返りを
行った。

・利用者個々に合わせたＡＤＬを理解し根拠ある介助
支援を指導した。



チェック項目 ３年目職員 プリセプ
ター

プリセプ
ティー

・食事介助
（利用者のペースに合わせた介助）
（食介時混ぜて介助してしまう）

× ×

・接遇面
（表情・言葉遣い） × ○
・認知症の理解

（中核症状・周辺症状の理解、パーソンセ
ンタードケアの理解）

× ×
・不適切なケアについて

× ○

・共に考え、根拠あるケアの必要性や利用者主体の
ケアの方法について学ぶ時間に重点をおく

。

スピードを重視したケアになっている

・「自分の対応が合っているのか分からない」「教える
となると説明を出来るか不安」

チェックリストから出来ている部分も明確になり、本人
の自信になる様アドバイスを行った



認知症の種類・特性は理解出来ていた

・アセスメント
・根拠に基づいた意味づけが不足

その場しのぎのケア

・指導者自身が認知症ケアに関する知識が
不足しており十分な指導を行えていなかった
・ひもときシートなどを使用し認知症の理解を深め
症状に合わせたケアを行えるように一緒に学ん
でいく



適切な能力把握ができていなかった

テストチェックリスト 面 談

表面的な評価 不十分な指導

目標を共有し共に学ぶ

不足している知識・技術が明確化

根拠ある課題の抽出



面談

長期的な
フォロー

成長に
合わせた
指導

チェックリスト



得意分野 自 信

フロア
全体で
フォロー

自身も日々

スキルＵＰ

ご清聴ありがとうございました！


